
実施期間
平成 年 月 日（木） 平成 年 月 日（火）
統一標語
消したはず 決めつけないで もう一度

住宅防火 いのちを守る つのポイント
つの習慣
寝たばこは、絶対やめる。
ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
つの対策
逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器等を設置する。
お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
冬季及び年末・年始は暖房器具などの火気を使用する機会が増えますので
火の元には充分注意しましょう。

月

日（
月
）横
浜
消
防
署
で

は
、
冬
季
は
暖
房
器
具
な
ど
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
、
火
災
の
発

生
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
健
康
福
祉
課
と
協
力
し
、
町

内
に
住
む

歳
以
上
の

人
又
は

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
を
訪

問
し

住
宅
防
火
診
断

を
行
い

ま
し
た
。

高
齢
者
が
少
し
で
も
安
心
し
て

暮
ら
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、

火
の
元
の
確
認
や
火
を
使
う
器
具

な
ど
に
異
常
が
な
い
か
点
検
を
行

い
、
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

ちどり保育園の園児が 月 日（月）横浜消防署を訪れ、大関署長へ画用紙で作成した カレンダー を
贈られました。
その後、職員より庁舎と車両の説明を受けながら署内を見学し、救急車の担架に横になったりポンプ車
の運転席に乗ったりといろいろな体験に園児達は手をたたいて喜んでいました。
最後に水消火器を使った消火訓練を行い 火事だ と大きな声で叫びながら水消火器を操作し、消火
用の的に上手に当て消火に成功しました。



担当 阿保保健師

こ
ん
に
ち
は
。
だ
ん
だ
ん
と
寒

さ
が
増
し
て
冬
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
が
、
体
調
は
崩
さ
れ
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
？

今
月
は
、
横
浜
町
で
の
糖
尿
病

の
状
況
と
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

横
浜
町
は
糖
尿
病
で
受
診
し
て

い
る
方
が
と
て
も
多
い
で
す
【
図

】。
ま
た
、
背
景
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
肥
満
の
方
も
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
【
図

】。
肥
満

の
割
合
も
青
森
県
で

位
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
他
に
、
関
係
し
て

覚
え
て
頂
き
た
い
の
は
、
脳
出
血

の
受
診
率
も
高
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。【
図

】
糖
尿
病
が
あ
る
方

は
脳
出
血
に
か
か
り
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
受
診
率
が
上

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
、
糖
尿
病
が
あ
る
と
脳
出

血
に
な
り
や
す
い
か
と
い
う
と
、

糖
尿
病
に
な
る
と
血
管
が
傷
い
た

状
態
に
な
る
の
で
す
。
傷
つ
い
た

血
管
は
も
ろ
く
て
弱
い
の
で
、
破

れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
出
血
が
起

き
る
の
で
す
。
一
方
、
血
液
の
流

れ
が
滞
る
と
血
管
が
詰
ま
り
や
す

く
な
り
、
今
度
は
脳
梗
塞
を
引
き

起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
で
見
つ

か
る
人
は

割
、
無
症
状
で
あ
っ

て
健
診
で
糖
尿
病
と
分
か
る
人
が

割
。
合
併
症
が
起
こ
り
、
そ
れ

で
調
べ
て
分
か
る
人
が

割
で

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
糖
尿
病
は
、

か
な
り
病
気
が
進
行
し
て
か
ら
で

な
い
と
自
覚
症
状
が
出
な
い
こ
と

が
多
く
、
症
状
が
な
い
か
ら
と

い
っ
て
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
症
状
が
出
た
段
階
で
は
、
す
で

に
合
併
症
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、

健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

甘
い
も
の
を
食
べ
る
と
糖
尿

病
に
な
る
、
糖
尿
病
に
な
れ
ば
、

甘
い
も
の
を
控
え
て
お
れ
ば
良

い

と
言
う
の
は
正
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。

糖
尿
病
の
素
因
の
あ
る

方
が
、
食
べ
過
ぎ
る
と
糖
尿
病
に

な
る

と
言
う
の
が
正
し
く
、
食

べ
過
ぎ
て
い
け
な
い
の
は
、
甘
い

も
の
に
限
ら
な
い
の
で
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
糖
尿
病
に
か
か
っ

た
ら
、
食
事
療
法
は
治
療
の
基
本

で
す
。
但
し
、

甘
い
も
の
だ
け

を
控
え
れ
ば
良
い

と
言
う
の
で

は
な
く
、

お
酒
を
た
く
さ
ん
飲

む

と
か
、

甘
い
も
の
以
外
は

普
段
ど
お
り
食
べ
て
い
る

の
で

は
糖
尿
病
は
治
り
ま
せ
ん
。
食
事

も
、
た
だ
単
に
減
ら
せ
ば
良
い
と

言
う
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
食
事

は

そ
の
人
の
体
に
見
合
っ
た
カ

ロ
リ
ー
摂
取
と
す
る
、
す
な
わ

ち
、
食
べ
過
ぎ
の
人
は
減
ら
し
、

食
事
量
を
体
重
や
運
動
量
に
見

合
っ
た
量
と
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。

甘
い
物
だ
け
控
え
れ
ば
糖
尿
病

は
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
？

最
後
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
ク

イ
ズ
が
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
で

要
精
密
検
査

と
判
定
さ
れ
た
方

は
、
必
ず
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
自
覚
症

状
が
な
く
て
も
、

病
気
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
病
気

の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
に

早
め
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

昨年度は、新型インフルエンザ対策として、全町民対象に予防接種の
助成を行いましたが、今年度は通常の季節性インフルエンザ対策を実施
いたします。それに伴い、助成対象者は 歳以上の方のみとなります。

【図 】 【図 】

【図 】



青森県警察では、 月 日（木）から翌年の 月 日（木）までの間、
年末年始特別警戒活動 を実施します。事件、事故に遭わないた

めに、以下のことに注意してください。
強盗対策
店舗内外の見回りによる警戒やお客さんへの積極的な声かけ等に
気を付けて、防犯体制を強化しましょう。
ひったくり対策
夜間は人通りが多く、明るい場所を通るようにしましょう。また、
自転車の場合、前かごにひったくり防止カバーを取り付けると安全
です。
侵入窃盗対策
出かける機会が増え、家を留守にしがちです。お出かけの際は確
実に鍵をかけ、不在にすることを隣近所に伝えましょう。
振り込め詐欺等被害対策
振り込め詐欺やオレオレ詐欺が増えています。不審に思ったら家
族や警察に相談しましょう。

冬は日没が早いこともあり、夕暮れ時や夜間での、高齢の歩行者
や自転車利用者が被害に遭う交通事故、飲酒運転による交通事故、
積雪・凍結路面でのスリップ事故などが多発する傾向にあります。
みんなで交通ルールを守り、思いやりの気持ちを持って、交通事故
を起こさない、交通事故に遭わないようにしましょう。
高齢者の交通事故防止
夕暮れ時や夜間に徒歩や自転車で外出するときは、明るい色の服
装と反射材を身に付けましょう。
飲酒運転の根絶
お酒を飲む機会が増える時期となります。お酒を飲んで車を運転
することは重大な犯罪ですので、お酒を飲んだら車もバイクも自転
車も、絶対に運転してはいけません。
冬道の安全運転の推進
雪道・凍結路でのスリップ防止のため、予めスピードを落として
運転して下さい。また、 時間・車間距離・心 にゆとりをもった運
転をお願いします。
踏切事故の防止
踏切では、確実に一時停止し、安全確認をしてから通過してくだ
さい。万が一踏切内で動けなくなったときは、非常ボタンを押して、
列車に危険を知らせてください。

婚姻、出生に関しては、特にお申し出が
ない限り広報への掲載はいたしません。
おくやみ欄について掲載して欲しくない方
は、税務町民課窓口に届出の際にお申し
出ください。

秋 田 ヤ ヱ（ 歳） 吹 越
畠 山 な み（ 歳） 桧 木
岩 田 辰 雄（ 歳） 三保野
長谷川 由 男（ 歳） 浜 町
二 木 か せ（ 歳） 大豆田
鳥 山 フ ミ（ 歳） 有 畑
鈴 木 勇 藏（ 歳） 三保野

毎月 日は 県民交通安全の日 ・ 日は 高齢者交通安全の日

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故

二木萌
も

々
も

華
か

（女 ）幸一郎（大豆田）

鳥山 瑛
えい

登
と

（男 ）和 誠（有 畑）

古澤 虹
こう

（男 ）能 人（三保野）
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